
平成１４年度着手の専門委員の推薦依頼について

推薦依頼団体等について１

推薦依頼団体 候補者要件 留意事項 推薦依頼人数

，【大学関係団体】 現に当該テーマの教育研究又は大 大学運営等に豊富な経験を有する者を加えるよ 推薦を求める際は①
○国立大学協会 学運営等に従事しており，大学評価 う配慮すること。 国公私立の割合に応
○公立大学協会 に理解と意欲のある者で，教授職又 ただし，国立大学及び公立大学の現職の学長，学 じ，各団体ごとに依
○日本私立大学団体連合会 はそれに相当する教員及び研究者で 部長等を除くこと。 頼する人数を示すこ
○大学基準協会 あること。 候補者に女性を加えるよう配慮すること。 と。②
○文部科学省所轄並びに国立大 特定の大学，地域に偏らないこと。③
学附置研究所長会議 国際的な教育研究活動実績や大学評価の活動実全学テーマ別評価 ④
○大学共同利用機関所長懇談会 績を考慮すること。

，【経済関係団体】 当該テーマに関し高い識見を有 候補者に女性を加えるよう配慮すること。 推薦を求める際は①
○経済団体連合会 し，大学評価に理解と意欲のある者 大学評価の活動実績を考慮すること。 各団体ごとに，依頼②

， 。 。○日本商工会議所 であること。 特定の企業 地域に偏らないよう考慮すること する人数を示すこと③
○経済同友会
○日本経営者団体連盟
○全国中小企業団体中央会

，【大学関係団体】 現に当該分野の教育研究又は大学 大学運営等に豊富な経験を有する者を加えるよ 推薦を求める際は①
○国立大学協会 運営等に従事しており，大学評価に う配慮すること。 各団体ごとに，依頼

。○公立大学協会 理解と意欲のある者で，教授職又は ただし，国立大学及び公立大学の現職の学長，学 する人数を示すこと
○日本私立大学団体連合会 それに相当する教員及び研究者であ 部長等を除くこと。
○大学基準協会 ること。 候補者に女性を加えるよう配慮すること。②
○文部科学省所轄並びに国立大 特定の大学，地域に偏らないこと。③
学附置研究所長会議 国際的な教育研究活動実績や大学評価の活動実④
○大学共同利用機関所長懇談会 績を考慮すること。

，分野別教育評価 【経済関係団体】 当該分野に関し高い識見を有し， 候補者に女性を加えるよう配慮すること。 推薦を求める際は①
○経済団体連合会 大学評価に理解と意欲のある者であ 大学評価の活動実績を考慮すること。 各団体ごとに，依頼②

， 。 。○日本商工会議所 ること。 特定の企業 地域に偏らないよう考慮すること する人数を示すこと③
○経済同友会

人文学系 ○日本経営者団体連盟
経済学系 ○全国中小企業団体中央会
農 学 系

，【日本学術会議登録団体】 当該分野において，高い学問的業 候補者に女性を加えるよう配慮すること。 推薦を求める際は①
○人文学系：３１９団体 績を有する者，又は当該分野全体に 大学関係者を推薦する場合は， 各団体ごとに，依頼②

。○経済学系：１１５団体 ついて高い識見を有する者で，大学 ・特定の大学，地域に偏らないこと。 する人数を示すこと
○農 学 系：１５６団体 評価に理解と意欲のある者であるこ ・国公私立からの幅広い推薦を配慮すること。

と。 ・国立大学及び公立大学の現職の学長，学部長等
を除くこと。
国際的な教育研究活動実績や大学評価の活動実③
績を考慮すること。

推薦依頼団体 候補者要件 留意事項 推薦依頼人数

，【大学関係団体】 現に当該分野の教育研究又は大学 大学運営等に豊富な経験を有する者を加えるよ 推薦を求める際は①
○国立大学協会 運営等に従事しており，大学評価に う配慮すること。 各団体ごとに，依頼

。○公立大学協会 理解と意欲のある者で，教授職又は ただし，国立大学及び公立大学の現職の学長，学 する人数を示すこと
○日本私立大学団体連合会 それに相当する教員及び研究者であ 部長等を除くこと。
○大学基準協会 ること。 候補者に女性を加えるよう配慮すること。②
○文部科学省所轄並びに国立大 特定の大学，地域に偏らないこと。③
学附置研究所長会議 国際的な教育研究活動実績や大学評価の活動実④
○大学共同利用機関所長懇談会 績を考慮すること。

分野別研究評価
，【経済関係団体】 当該分野に関し高い識見を有し， 候補者に女性を加えるよう配慮すること。 推薦を求める際は①

○経済団体連合会 大学評価に理解と意欲のある者であ 大学評価の活動実績を考慮すること。 各団体ごとに，依頼②
， 。 。○日本商工会議所 ること。 特定の企業 地域に偏らないよう考慮すること する人数を示すこと③

人文学系 ○経済同友会
経済学系 ○日本経営者団体連盟
農 学 系 ○全国中小企業団体中央会

，【日本学術会議登録団体】 当該分野において，高い学問的業 候補者に女性を加えるよう配慮すること。 推薦を求める際は①
○人文学系：３１９団体 績を有する者，又は当該分野全体に 大学関係者を推薦する場合は， 各団体ごとに，依頼②

。○経済学系：１１５団体 ついて高い識見を有する者で，大学 ・特定の大学，地域に偏らないこと。 する人数を示すこと
○農 学 系：１５６団体 評価に理解と意欲のある者であるこ ・国公私立からの幅広い推薦を配慮すること。

と。 ・国立大学及び公立大学の現職の学長，学部長等
を除くこと。
国際的な教育研究活動実績や大学評価の活動実③
績を考慮すること。

，【大学関係団体】 現に当該分野の教育研究又は大学 大学運営等に豊富な経験を有する者を加えるよ 推薦を求める際は①
○国立大学協会 運営等に従事しており，大学評価に う配慮すること。 各団体ごとに，依頼

。○公立大学協会 理解と意欲のある者で，教授職又は ただし，国立大学及び公立大学の現職の学長，学 する人数を示すこと
○日本私立大学団体連合会 それに相当する教員及び研究者であ 部長等を除くこと。
○大学基準協会 ること。 候補者に女性を加えるよう配慮すること。②
○文部科学省所轄並びに国立大 特定の大学，地域に偏らないこと。③
学附置研究所長会議 国際的な教育研究活動実績や大学評価の活動実分野別教育・ ④
○大学共同利用機関所長懇談会 績を考慮すること。研究評価

当該分野における高い学問的業績を有する者を⑤
加えるよう配慮すること。

［ 総合科学 ］ 当該分野全体について高い識見を有する者を⑥
加えるよう配慮すること。

，【経済関係団体】 当該分野に関し高い識見を有し， 候補者に女性を加えるよう配慮すること。 推薦を求める際は①
○経済団体連合会 大学評価に理解と意欲のある者であ 大学評価の活動実績を考慮すること。 各団体ごとに，依頼②

， 。 。○日本商工会議所 ること。 特定の企業 地域に偏らないよう考慮すること する人数を示すこと③
○経済同友会
○日本経営者団体連盟
○全国中小企業団体中央会
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※ 経済団体連合会及び日本経営者団体連盟は，平成１４年５月末に統合し，新団体を設立する。

２ 推薦依頼方法について

（１）各評価事業の概要及びスケジュール並びに専門委員の活動内容を示し，評価活動に十分な協力を果たし得る意欲のある者の中から，各団体に示した候補者

要件に合致する適任者の推薦を求める。

（２）推薦に当たっては，候補者の専門委員としての適任性を判断する参考資料として，候補者の学歴，職歴，受賞歴，評価活動の実績等を記載した略歴書及び

研究上の業績（主要な著書・学術論文）を記載した書類を求めることとする。

なお，推薦団体の意向等を踏まえた上で，ウェブサイト等により，各大学等から直接候補者を受け付けることとする。

（ ）３ 推薦依頼等のスケジュール 予定

平成１４年 ３／２０ 大学評価委員会

・平成１４年度に着手する大学評価事業実施基本計画について審議・決定

・平成１４年度着手の専門委員等選考委員会委員の審議・決定

・平成１４年度着手の専門委員の推薦依頼について審議・決定

３／２５～ 関係団体等へ推薦依頼

５月中旬 推薦期限

５月下旬 専門委員等選考委員会

・専門委員候補者（案）の選考

６月上旬 大学評価委員会

・専門委員候補者の選考

６月下旬 運営委員会

・専門委員候補者の承認

８月上旬 専門委員発令



評学機構評１第８３号

平成１４年 ３月２６日

国立大学協会

会長 長 尾 真 殿

大学評価・学位授与機構長

木 村 孟

大学評価委員会専門委員候補者の推薦について（依頼）

当機構の大学評価事業に関しまして，日頃から御理解，御協力を賜り，厚く御礼申し上げます。

さて，３月２０日（水）に開催いたしました大学評価委員会におきまして，平成１４年度に着手する大学

評価の専門委員は，貴会をはじめ広く各界から御推薦をいただき，選考することとなりました。

つきましては，下記の事項に御留意の上，平成１４年５月１７日（金）までに御推薦くださるようお願い

いたします。

なお，御推薦いただいた候補者が必ずしも専門委員として選考されるものではないこと，選考結果につい

ては決定次第報告させていただくことを念のため申し添えます。

記

１ 推薦の対象となるテーマ・分野

全学テーマ別評価 「国際的な連携及び交流活動」

分 野 別 教 育 評 価 「人文学系 「経済学系」及び「農学系」」，

分 野 別 研 究 評 価 「人文学系 「経済学系」及び「農学系」」，

分野別教育・研究評価 「総合科学」

注 「総合科学」については，分野別教育評価と研究評価の対象機関を同一とすることに）

より，一つの専門委員会で教育評価及び研究評価の内容・方法等を併せて審議

２ 推薦依頼人数

候補者の推薦につきましては，上記１のテーマ・分野ごとに 「専門委員の活動内容等 （別紙）に掲げ， 」

る「 ３）専門委員候補者選考予定人数」に基づき選考することを考慮いただき，専門委員の職務に十分（

御協力いただける候補者につきまして，御推薦をお願いします。

( )資料 （ ）大学評価委員会専門委員候補者の推薦について 依頼1-4 2



３ 専門委員の候補者の要件

次の要件を満たす候補者について御推薦願います。

現に当該分野（テーマ）の教育研究又は大学運営等に従事しており，大学評価に理解と意欲のある方

で，教授職又はそれに相当する教員及び研究者。

４ 候補者推薦の配慮事項

候補者の推薦に当たっては，次の点について特段の御配慮をお願いします。

（１）大学運営等に豊富な経験を有する者を加えるよう配慮すること。

ただし，国立大学及び公立大学の現職の学長，学部長等を除くこと。

（２）候補者に女性を加えるよう配慮すること。

（３）特定の大学，地域に偏らないこと。

（４）国際的な教育研究活動実績や大学評価の活動実績を考慮すること。

また，分野別評価「総合科学」におきましては，次の点についても御配慮をお願いいたします。

（５）当該分野における高い学問的業績を有する者を加えるよう配慮すること。

（６）当該分野全体について高い識見を有する者を加えるよう配慮すること。

※ なお，上記のほか，全学テーマ別評価，分野別教育評価及び分野別研究評価等の候補者ができるだけ

重複しないよう御配慮をお願いします。

５ 推薦書類送付及び問い合わせ先

推薦しようとする候補者について 「専門委員候補者一覧 （様式１ 「専門委員推薦調書 （様式２）， 」 ）， 」

を作成の上，当機構まで御送付くださるようお願いします。

（１）推薦書類送付先

〒１０１－８４３８ 東京都千代田区一ツ橋２－１－２ 学術総合センタービル１１Ｆ

大学評価・学位授与機構評価事業部

（２）問い合わせ先

大学評価・学位授与機構評価事業部

（全学テーマ別評価に関すること） 評価第１課 ℡０３－４２１２－８１６１，８１５６

（分野別教育評価に関すること） 評価第２課 ℡０３－４２１２－８１４５～８１４７

（分野別研究評価に関すること） 評価第３課 ℡０３－４２１２－８１３１～８１３３

（３）その他

平成１４年度に着手する大学評価事業実施基本計画については，当機構のウェブサイト

（ ）に掲載しています。http://www.niad.ac.jp



専門委員の活動内容等

１ 全学テーマ別評価「国際的な連携及び交流活動」

（１）専門委員の活動内容及び活動予定

専門委員は，専門委員会において，評価の実施内容・方法や評価報告書原案の審議・取りまとめ

等を行います。

また，機構が別に委嘱する評価員とともに評価チームに所属し，各大学等から提出される自己評

価書を分析する書面調査及び各大学等からのヒアリングを行い，その結果を踏まえ，評価報告書原

案を作成することとなります。

なお，専門委員の任期は，発令の日（平成１４年８月頃）から２年間となります。主な活動内容

及び予定は以下のとおりです。

○専門委員の活動予定

１）専門委員会（２時間程度）

評価の実施内容・方法や評価報告書原案の審議・取りまとめ等を行います。

平成１４年８月～１２月（３回程度）

平成１５年５月～平成１６年３月（４回程度）

２）評価活動

①書面調査（平成１５年８月～１０月頃）

各大学等（１２０機関程度）から提出された自己評価書の分析・調査を評価チームで分担ａ

し行います（各チームで１０機関程度を分担 。）

・１人当たり４機関程度分担して自己評価書を分析します。

・１人当たり２機関程度分担して評価案を作成します。

評価チーム会議（２時間×３回程度）ｂ

・各担当で作成された書面調査段階での評価案を各チームで検討し，ヒアリングにおいて

聴取する事柄と評価案の取りまとめを行います。

②ヒアリング（平成１５年１０月～１１月頃）

書面調査で不明であった点等について，チームごとに割り当てられた各対象機関からのヒａ

アリングによる調査を行います （１機関当たり３時間程度）。

評価チーム会議（２時間×１回程度）ｂ

・ヒアリング終了後に，各チームごとの評価案の取りまとめを行います。

③評価報告書原案の作成（平成１５年１１月～１２月頃）

書面調査及びヒアリング結果を踏まえ，評価報告書原案として取りまとめます。

※ 上記日程及び実施方法等は，平成１２年度及び平成１３年度着手の大学評価の活動実績を踏

まえて記述していますので，審議状況や評価作業状況等により変更されることがあります。

（２）旅費及び謝金の支給

上記の活動に伴う旅費及び謝金をお支払いいたします。



評価チーム会議やヒアリングのために機構までご出張いただいた場合等に「国家公務・旅費：

員等の旅費に関する法律」により算出し，旅行終了後（概ね２週間後）銀行振込により

お支払いいたします （職場が東京２３区内の場合は，旅費をお支払いしておりません。

のでご了承ください ）。

（参考例）旅費＝ＪＲ等の通常料金＋日当2,600円／日＋（宿泊料が必要な場合13,100円/泊）

※ 上記参考例は，一般的な算出例です。個別の条件により計算は異なります。

ご出席いただいたチーム会議やヒアリングの回数に応じて，年度終了後にお支払いし・謝金：

ます （平成１２年度実績 円／回）。 14,400
また，評価報告書の作成等に対しても謝金の対象となっています。

※ 謝金の単価等については，予算の関係で変更される場合があります。



全学テーマ別評価

テーマ名 人　　数

国際的な連携及び交流活動 １６人

（３）専門委員候補者選考予定人数



（案の１) 送付先※

国立大学協会会長

公立大学協会会長

日本私立大学団体連合会会長

（財）大学基準協会会長

大学共同利用機関所長懇談会座長

文部科学省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議会長

（案の２) 送付先※

（社）経済団体連合会会長

日本商工会議所会頭

（社）経済同友会代表幹事

日本経営者団体連盟会長

全国中小企業団体中央会会長

（案の３) 送付先※

日本学術会議登録団体

人文学系 ３１９団体（別紙のとおり）

経済学系 １１５団体（ 〃 ）

農 学 系 １５６団体（ 〃 ）

※ 依頼文書及び別紙については，大学関係団体，経済関係団体，学協会の別に，

大学評価委員会専門委員候補者の推薦依頼の対象となる分野，人数等が異なるた

め，それぞれに対応する文書を作成，送付した。なお，本資料編においては，大

学関係団体に送付した「案の１」の全学テーマ別評価に関する部分のみを掲載し

ている。



【学協会 送付先一覧】

（人文学系）

アメリカ学会会長

医学系大学倫理委員会連絡会議代表世話人

意匠学会会長

イタリア学会会長

岩手考古学会会長

印度学宗教学会会長

英語音声学会会長

英米文化学会会長

越中史壇会会長

延喜式研究会会長

大阪歴史科学協議会委員長

大阪歴史学会代表委員

オーストリア文学研究会会長

解釈学会会長

家族問題研究会会長

環境社会学会会長

関西社会学会会長

関西倫理学会会長

関東近世史研究会会長

関東社会学会会長

九州考古学会会長

九州史学研究会会長

九州中国学会会長

京都宗教哲学会代表

京都哲学会編輯委員代表

京都民科歴史部会代表

キリスト教史学会理事長

軍事史学会会長

訓点語学会会長

芸備地方史研究会会長

計量国語学会代表委員

ゲーテ自然科学の集い代表者

言語人文学会会長

言語文化学会会長

現代史研究会代表

交通史研究会会長

国語学会代表理事

国際アジア文化学会会長

国史学会会長

古事記学会代表理事

駒沢史学会会長

駒沢宗教学研究会理事長

埼玉考古学会会長

産業・組織心理学会会長

産業考古学会会長

（財）史学会理事長

史学研究会理事長

信濃史学会委員長

社会思想史学会代表幹事

社会文化学会代表

社会文化史学会会長

上代文学会代表理事

（財）情報通信学会会長

書学書道史学会理事長

真宗連合学会理事長

人体科学会会長

神道史學會代表

神道宗教学会会長

人文地理学会会長

数理社会学会会長

駿台史学会会長

西洋史研究会代表理事

世界文学会会長

説話・伝承学会代表常任委員

説話文学会代表委員

全国漢文教育学会会長

全国語学教育学会会長

戦国史研究会代表委員

全国大学国語国文学会代表理事

全国大学書道学会幹事長

総合女性史研究会代表

大学英語教育学会会長

たたら研究会会長

地域社会学会会長

地域地理科学会会長

地域文化学会理事長

地中海学会会長

千葉歴史学会会長

地方史研究協議会会長

地方自治経営学会会長

茶の湯文化学会会長

中央史学会会長

中國出土資料學會会長

中国中世文学会会長

中国文化学会会長

中国文史哲研究会会長

中古文学会代表委員

中世史研究会代表委員

中世文学会委員代表

朝鮮学会会長

朝鮮史研究会会長

ドイツ語学文学研究会企画局長

東海印度学仏教学会会長

東京歴史科学研究会代表

東南アジア考古学会会長

東南アジア史学会会長

（財）東方学会理事長

東北芸術文化学会会長

東北史学会会長

東北社会学研究会会長

東北社会学会会長

東北地理学会会長

（社）東洋音楽学会会長

東洋史研究会会長

東洋陶磁学会常任委員長

利根川文化研究会会長

内陸アジア史学会会長

名古屋歴史科学研究会代表委員

日仏社会学会会長

日仏東洋学会会長

日中社会学会会長

日本アジア協会会長

日本アフリカ学会会長

日本アメリカ文学会会長

日本医学哲学・倫理学会会長



日本イギリス児童文学会会長

日本イギリス哲学会会長

日本イスパニヤ学会会長

日本印度学仏教学会理事長

日本英語学会会長

日本英語コミュニケーション学会会長

日本英語表現学会会長

日本映像学会会長

(財)日本英文学会会長

日本ＬＤ（学習障害）学会会長

日本沿岸域学会会長

日本演劇学会会長

日本応用心理学会会長

日本オセアニア学会会長

（社）日本オリエント学会会長

日本音楽学会会長

日本解放社会学会会長

日本カウンセリング学会理事長

日本科学哲学会会長

日本学生相談学会理事長

日本家族社会学会会長

日本家族心理学会会長

日本歌謡学会会長

日本観光研究学会会長

日本感情心理学会理事長

日本カント協会委員長

日本基礎心理学会会長

日本ギャスケル協会会長

日本教育心理学会理事長

日本キリスト教文学会会長

日本近世文学会代表

日本近代仏教史研究会会長

日本近代文学会代表理事

日本グループ・ダイナミックス学会会長

日本計量史学会会長

（社）日本ゲーテ協会会長

日本健康心理学会理事長

日本言語学会会長

日本現象学会事務局長

日本現代中国学会理事長

日本考古学協会会長

日本考古学会会長

日本口承文藝學會会長

日本交通心理学会会長

日本行動科学学会会長

日本行動計量学会理事長

日本行動分析学会理事長

日本行動療法学会 理事長

日本交流分析学会理事長

（社）日本語教育学会会長

日本国際地図学会会長

日本コミュニケーション学会会長

日本古文書学会会長

日本催眠医学心理学会理事長

日本山岳修験学会会長

日本産業カウンセリング学会会長

日本シェイクスピア協会会長

日本ジェイムズ・ジョイス協会会長

日本シェリング協会会長

日本視覚学会会長

日本史研究会代表委員

日本思想史学会会長

日本実用英語学会会長

日本児童文学学会会長

日本社会学史学会会長

日本社会学会会長

日本社会情報学会会長

日本社会心理学会会長

日本社会病理学会会長

日本社会文学会代表理事

日本社会分析学会会長

日本宗教学会会長

日本１８世紀学会代表幹事

日本小児心身医学会理事長

日本情報考古学会会長

日本女性学会代表幹事

（社）日本心身医学会理事長

（社）日本心理学会理事長

日本心理臨床学会理事長

日本数学史学会会長

日本スポーツ社会学会会長

日本スラブ東欧学会理事長

日本性格心理学会理事長

日本声楽発声学会理事長

日本生活文化史学会会長

日本精神分析学会会長

日本青年心理学会理事長

日本生命倫理学会会長

日本西洋古典学会委員長

日本生理心理学会運営委員長

日本村落研究学会会長

日本大学社会学会会長

日本西蔵学会会長

日本中国学会理事長

日本中国考古学会会長

日本中東学会会長

日本聴能言語学会理事長

日本地理学会会長

日本デザイン学会会長

日本哲学会委員長

日本デューイ学会会長

日本展示学会会長

日本電話相談学会理事長

日本道教学会会長

日本道徳教育学会会長

日本動物心理学会理事長

日本特殊教育学会理事長

日本独文学会理事長

日本ナイル・エチオピア学会会長

日本人間学会理事長

日本ハーディ協会会長

日本バイオフィードバック学会会長

日本箱庭療法学会理事長

日本発達障害学会会長

日本発達心理学会理事長

日本犯罪社会学会会長

日本犯罪心理学会会長

日本ピアノ教育連盟会長

日本比較文化学会会長

日本比較文学会会長



日本フィヒテ協会会長

日本風俗史学会会長

日本仏教教育学会会長

日本プラグマティックス学会会長

日本フランス語教育学会会長

日本フランス語フランス文学会会長

日本ブリーフサイコセラピー学会会長

日本ブロンテ協会会長

日本文学協会委員長

日本文学風土学会代表理事

日本文芸研究会代表委員

日本文体論学会代表理事

日本ヘミングウェイ協会会長

日本方言研究会世話人代表

日本放送芸術学会会長

日本保健医療行動科学会会長

日本保健医療社会学会会長

日本マス・コミュニケーション学会会長

日本密教学会理事長

日本南アジア学会理事長

日本民具学会会長

日本民俗学会代表理事

日本民族学会会長

日本民俗建築学会会長

日本モンゴル学会会長

日本ラテンアメリカ学会理事長

日本リスク研究学会会長

日本リハビリテイション心理学会会長

日本理論心理学会会長

日本臨床心理学会運営委員長

日本臨床動作学会会長

日本倫理学会会長

日本労働社会学会代表幹事

日本老年社会科学会会長

日本ロシア文学会会長

日本ロマンス語学会会長

パーリ学仏教文化学会会長

白山史学会会長

白東史学会会長

美学会会長

比較家族史学会会長

比較思想学会会長

比較文明学会会長

肥後考古学会会長

美術史学会代表委員

表現学会代表理事

兵庫地理学協会会長

広島史学研究会理事長

広島哲学会理事長

服飾美学会代表委員

仏教思想学会理事長

佛教文化学会理事長

舞踊学会会長

（社）部落問題研究所理事長

文学教育研究者集団委員長

文化経済学会 <日本>会長

文理シナジー学会会長

法政大学史学会会長

北海道社会学会会長

萬葉学会代表

密教研究会会長

民族藝術学会会長

民俗芸能学会代表理事

明治維新史学会会長

物語研究会委員長

唯物論研究協会委員長

洋学史学会会長

立教大学史学会会長

立正大学史学会会長

立正大学仏教学会会長

龍谷大学真宗学会学会長

歴史科学協議会代表委員／代表委員

歴史学研究会委員長

歴史学会会長

歴史教育者協議会委員長

歴史人類学会会長

歴史地理学会会長

ロシア史研究会委員長

和歌文学会代表委員

和歌山地理学会会長

和漢比較文学会代表理事

早稲田大学史学会会長

早稲田大学東洋史懇話会会長

早稲田大学東洋哲学会会長



（経済学系）

アジア経営学会会長

（財）アジア政経学会理事長

応用地域学会会長

オフィス・オートメーション学会会長

会計理論学会代表幹事

環境経済・政策学会会長

環太平洋産業連関分析学会会長

環日本海学会会長

基礎経済科学研究所理事長

経営学史学会理事長

経営行動研究学会会長

経営史学会会長

経営情報学会会長

経営哲学学会代表理事

経済学教育学会代表幹事

経済学史学会代表幹事

経済社会学会会長

経済地理学会会長

経済統計学会代表運営委員

経済理論学会代表幹事

研究・技術計画学会会長

公益事業学会会長

工業経営研究学会会長

国際会計研究学会会長

国際開発学会会長

国際経済学会会長

国際公共経済学会会長

国際ビジネス研究学会会長

産業・組織心理学会会長

産業学会会長

システム監査学会会長

実践経営学会会長

社会・経済システム学会会長

社会経済史学会代表理事

社会思想史学会代表幹事

社会政策学会代表幹事

証券経済学会代表理事

（財）情報通信学会会長

信用理論研究学会代表理事

生活経済学会会長

組織学会会長

地方自治経営学会会長

鉄道史学会会長

統計科学研究会委員長

（財）統計研究会理事長

都市住宅学会会長

土地制度史学会理事代表

日仏経営学会会長

日本ＥＵ学会理事長

日本医療経済学会会長

（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会会長

日本海運経済学会会長

日本会計研究学会会長

日本会計史学会会長

日本観光学会会長

日本監査研究学会会長

日本管理会計学会会長

日本危機管理学会会長

日本協同組合学会会長

日本金融学会会長

日本経営学会理事長

日本経営教育学会会長

（社）日本経営工学会会長

日本経営財務研究学会会長

日本経営システム学会会長

日本経営診断学会会長

日本経営数学会会長

日本経営分析学会会長

日本計画行政学会会長

日本経済学会会長

日本経済思想史研究会代表世話人

日本経済政策学会会長

日本原価計算研究学会会長

日本広告学会会長

日本交渉学会会長

日本交通学会会長

日本港湾経済学会会長

日本財政学会代表理事

日本シミュレーション＆ゲーミング学会会長

日本社会情報学会会長

日本商業英語学会理事長

日本商業学会会長

日本消費者教育学会会長

日本商品学会会長

日本人口学会会長

日本生産管理学会会長

日本セキュリティ・マネジメント学会会長

日本租税理論学会理事長

日本地域学会会長

日本地方財政学会理事長

日本地方自治研究学会会長

日本中小企業学会会長

日本統計学会会長

（社）日本品質管理学会会長

日本フードサービス学会会長

日本物流学会会長

日本不動産学会会長

日本貿易学会会長

日本保険学会理事長

日本ホスピタリティ・マネジメント学会会長

日本マーケティング・サイエンス学会代表理事

日本マクロエンジニアリング学会会長

日本リスクマネジメント学会理事長

日本流通学会会長

（社）日本労使関係研究協会会長

日本労務学会代表理事

農業史研究会会長

比較経営学会理事長

比較経済体制学会代表幹事

比較都市史研究会代表幹事

文化経済学会 <日本>会長

マルクス・エンゲルス研究者の会代表世話人

ラテン・アメリカ政経学会理事長

労務理論学会会長

ロシア・東欧学会代表理事



（農学系）

園芸学会会長

（社）化学工学会会長

家畜衛生研究会会長

家畜栄養生理研究会会長

紙パルプ技術協会理事長

（社）環境科学会会長

（社）環境情報科学センター理事長

環境と病気学会幹事代表

九州農業経済学会会長

漁業経済学会代表理事

（社）近畿化学協会会長

鶏病研究会理事長

サゴヤシ・サゴ文化研究会会長

（社）砂防学会会長

システム農学会会長

実験動物環境研究会会長

（社）地盤工学会会長

獣医疫学会会長

獣医生化学会会長

獣医麻酔外科学会会長

樹木医学会会長

植物化学調節学会会長

森林計画学会会長

森林立地学会会長

森林利用学会会長

水産海洋学会会長

水文・水資源学会会長

製糸絹研究会会長

ＣＥＬＳＳ学会会長

セルロース学会会長

（社）繊維学会会長

地域漁業学会会長

地域農林経済学会会長

中部農業経済学会理事長

低温生物工学会会長

動物臨床医学会会長

東北家畜臨床研究会会長

東北森林科学会会長

東北農業経済学会会長

土壌物理学会会長

肉用牛研究会会長

日仏海洋学会会長

日本育種学会会長

日本医真菌学会理事長

日本ウイルス学会理事長

日本ウマ科学会会長

（社）日本栄養・食糧学会会長

日本沿岸域学会会長

日本応用きのこ学会会長

日本応用糖質科学会会長

日本応用動物昆虫学会会長

日本海水学会会長

日本海洋学会会長

日本家禽学会会長

（社）日本家政学会会長

日本家畜管理学会会長

日本花粉学会会長

日本環境学会会長

日本環境教育学会会長

日本環境動物昆虫学会会長

日本魚病学会会長

日本魚類学会会長

日本菌学会会長

（財）日本抗生物質学術協議会理事長

日本国際地域開発学会会長

日本昆虫学会会長

日本細菌学会理事長

日本砂丘学会会長

日本作物学会会長

日本雑草学会会長

日本産業動物獣医学会会長

（社）日本蚕糸学会会長

(社)日本地すべり学会会長

日本芝草学会会長

日本獣医画像診断学会会長

（社）日本獣医学会理事長

日本獣医公衆衛生学会会長

日本獣医循環器学会会長

日本獣医針灸学研究会会長

日本獣医皮膚科学会会長

日本獣医臨床病理学会会長

日本醸造学会学会長

日本小動物獣医学会会長

日本静脈経腸栄養学会理事長

日本食生活学会会長

（社）日本食品衛生学会会長

日本食品化学学会理事長

（社）日本食品科学工学会会長

日本食品微生物学会理事長

日本食品保蔵科学会会長

日本植物工場学会会長

日本植物細胞分子生物学会会長

日本植物病理学会会長

（社）日本水産学会会長

日本水産増殖学会会長

日本生物環境調節学会会長

（社）日本生物工学会会長

日本生物地理学会学会長

日本線虫学会会長

（社）日本造園学会会長

日本草地学会会長

（社）日本畜産学会会長

日本調理科学会会長

日本洞窟学会会長

日本動物原虫病学会会長

日本動物細胞工学会会長

日本土壌動物学会会長

日本土壌微生物学会会長

（社）日本土壌肥料学会会長

日本豚病研究会会長

日本乳酸菌学会会長

日本熱帯農業学会会長

日本農業気象学会会長

日本農業経営学会会長

日本農業経済学会会長

日本農業市場学会会長

日本農業普及学会会長

(社)日本農芸化学会会長



日本農作業学会会長

日本農村生活学会会長

日本農薬学会会長

日本繁殖生物学会理事長

日本比較臨床血液学会理事長

日本微生物資源学会会長

日本微生物生態学会会長

日本ビタミン学会会長

日本フードシステム学会会長

日本付着生物学会会長

日本プランクトン学会会長

日本ペドロジー学会会長

日本防菌防黴学会会長

日本放線菌学会会長

日本哺乳動物卵子学会会長

日本マイコプラズマ学会理事長

（社）日本木材加工技術協会会長

日本木材学会会長

（社）日本木材保存協会会長

日本野蚕学会会長

日本野生動物医学会会長

（社）日本油化学会会長

日本養豚学会会長

日本緑化工学会会長

日本林学会会長

根研究会会長

農業機械学会会長

農業施設学会会長

農業情報利用研究会会長

農業生産技術管理学会会長

（社）農業土木学会会長

農業問題研究会代表幹事

農村計画学会会長

比較眼科学会会長

北海道農業経済学会会長

マリンバイオテクノロジー学会会長

林業経済学会会長

（社）林木育種協会理事長
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